
 
国際標準化戦略の策定方針について（案） 

 

 

平 成 ２ ２ 年 ８ 月 ２ ５ 日 

知的財産戦略本部企画委員会決定 

 

 

１．国際標準化戦略（分野別案）の作成について 

 

「知的財産推進計画２０１０」（平成２２年５月２１日知的財産戦略本部決

定）において示された各「国際標準化特定戦略分野」（以下単に「分野」という。）

の担当府省（別紙２）は、同一分野における担当府省と連携し、各分野の分野

別検討スケジュールに従い、国際標準化戦略について分野別案を作成し、国際

標準化戦略タスクフォース（以下「タスクフォース」という。）に提出する。 

担当府省は、分野別案の作成に当たり、国際標準化戦略策定の基本的な考え

方（別紙３）を踏まえるとともに、タスクフォースの求めに応じ、素案作成の

進捗状況をタスクフォースに報告する。 

タスクフォースは、作成された分野別案について審議を行い、本委員会に審

議の結果を報告する。 

 

２．国際標準化戦略の検討について 

 

本委員会において、本年度末までを目処に、タスクフォースでの審議を経た

国際標準化戦略の分野別案について検討を行い、了承の上、知的財産戦略本部

に報告する。 
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国国際際標標準準化化戦戦略略策策定定のの基基本本的的なな考考ええ方方  
 

国際標準化戦略タスクフォース 
 

 国際標準化戦略は、我が国産業の競争力強化や新産業の創出のための産業政策の一環

として位置付けられ、産業の競争力強化や新産業の創出を通じて、我が国の雇用の維

持・創出を実現するものである。 

 国際標準化戦略の策定に向け、基本的には、①各国の技術や市場の動向等を分析し、

②産業構造の変化に留意し当該分野の全体像や将来像を見据え、想定されるビジネスシ

ーンを踏まえた上で、③我が国の特長を強みとすべく競争力強化の方策を検討する。そ

の際、関係府省間で連携し、適切なステークホルダーによる検討の場を設定する。 

 こうした検討を踏まえ、具体的な標準化ロードマップ、官民の明確な役割、関係府省

間の連携体制・標準化推進体制の構築、海外との連携関係の構築、人的・財政的な支援

策を含む国際標準化戦略を策定する。 

 
 
ＡＡ．．国国際際標標準準化化戦戦略略ににつついいてて  

 国際標準化戦略は、我が国産業の競争力強化や新産業の創出のための産業政策の一

環として位置付けられ、産業の競争力強化や新産業の創出を通じて、我が国の雇用の

維持・創出を実現するものである。 

 こうした戦略が求められる背景には、国際競争力が、優れた技術を前提としながら

も、それだけではなく、画期的なビジネスモデルや、戦略的な国際標準化を含む、総

合的な知的財産マネジメントに依存するようになった状況がある。 

 したがって、各府省においては、関係府省連携のもと、当該分野の全体像や将来像

を見据えた上で、「国際標準」や「知的財産権」などをツールとした知的財産マネジメ

ントにより、どのように我が国産業の競争力強化を実現するのかを総合的に検討する。

その際、戦略の策定・実施に当たっては、大企業から中堅・中小企業までの適切なス

テークホルダーの参加を得ることや、長期的視点を持ち継続的に実施、見直していく

ことが重要である。 

 更に、国際標準化活動は、民間が主体となって行われるものであり、国際的な「競

争」と「協調」の上に成り立っており、また、国際標準に係る技術等は市場に普及す

ることにより経済的利益の拡大に繋がるものである。したがって、国際標準化やその

国際標準の普及を見据えた国内外のパートナーとの連携の方策を検討することも重要

別紙３
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である。 

 そして、国際標準化戦略を官民一体となって策定・実施していく上では、官のみな

らず、民においても経営者から研究開発者に至るまで国際標準化の意義や国際標準化

に伴うリスクを認識することが不可欠である。 

 

  

官 民 

個別企業の 

経営戦略の参考 

各府省の 

政策へ反映 

検討の場 

『国際標準化戦略』 

『官』の役割 『民』の役割

分分野野のの全全体体像像・・将将来来像像  

知知的的財財産産ママネネジジメメンントトにによよるる  

競競争争力力強強化化のの方方策策  

事事業業分分野野//ビビジジネネススシシーーンン  

俯瞰図 

官 民 が
検 討 の 場 
に 参 加 産業政策 

各府省連携 

競争力強化 

新産業の創出 

点 

経営戦略 

事業 
戦略 

Ｒ＆Ｄ 
戦略 

知財/標準 
戦略 

観点観 

反 
映 

参
考

雇用維持/創出 

 

 
ＢＢ．．国国際際標標準準化化戦戦略略策策定定ののププロロセセススににつついいてて  

 上記を踏まえ、以下の項目について検討する。 

１．当該分野のステークホルダーによる官民の検討の場を設定する。 

※ 関係府省間での連携、適切なステークホルダーの参加を図る。 

２．国内外の動向・状況を調査する。 

（例） 

・ 市場動向（将来性、ニーズ、市場開放性など） 

・ ステークホルダーの把握・動向分析（ビジネスモデルなど） 

・ 技術動向（開発動向、技術分布・体系化、実現可能性など） 

・ 標準化状況（整備状況、策定に至るプロセスや団体・組織、検討状況、取り組み、

今後の進展など） 

・ 政策状況（国家的な戦略における位置付けと具体的施策など） 
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３．当該分野の全体像・将来像（俯瞰図）を把握する。 

・ 当該分野を構成する事業分野を特定する。 

・ 事業分野毎に、想定されるビジネスシーンを検討する。 

※ ステークホルダー間で共有できるもの、できないものを整理する。 

※ 現行の事業分野やビジネスシーンのみならず、将来の事業分野やビジネスシーンについ

ても検討する。 

※ 上記の検討に当たっては産業構造の変化にも留意する。 

※ 何処にビジネス上の価値が形成されるのかについても適宜検討する。 

４．事業分野やビジネスシーンごとに、官民の役割を踏まえつつ、我が国の特長を強

みとすべく知的財産マネジメントによる競争力強化の方策を検討する。 

※「国際標準」と「知的財産権」などをツールとした知的財産マネジメントにより、どのよ

うに我が国産業の競争力強化を実現するのかを総合的に検討する。 

※「国際標準」の活用にあたっては、その目的（技術の普及、市場の拡大、新規市場の創出

など）を明確にする。その際、国際標準化に伴うリスクも十分に勘案する。 

※ 認証スキーム、他の政策（研究開発、実証実験、制度改正等）や国際展開戦略なども視

野に入れる。 

５．国際標準化戦略を策定する。 

上記の検討を踏まえ、特定戦略分野ごとの特性を十分加味し、国際標準化戦略を

策定する。 

【検討事項】 

‐ 国際標準の策定に関する具体的な標準化ロードマップ 

※ 国際標準化に向けた競争や協調の相手を見極める。 

※ デジュール標準のみならずフォーラム標準なども考慮する。 

‐ 官民の役割、関係府省間の連携体制・標準化推進体制 

※ 国内外の幅広いステークホルダーを集めるようにする。 

‐ 国際標準を策定するにあたっての海外との連携体制 

‐ 国際標準化の活動に必要な人材育成の方策 

‐ 策定した国際標準の海外（特に途上国）への普及方策 

‐ 財政的な支援策（予算など） 

‐ 戦略を実施する民間企業（特に、中堅・中小企業）への支援策 

※ 国際標準化活動への直接支援のみならず、事業環境の整備等の間接支援も検討する。 



 
 

7

６．策定した国際標準化戦略を実施し不断に見直す。 

官民の役割を踏まえ、策定した国際標準化戦略を継続的に実施する。また、実施

を踏まえ、戦略の検証を行う。 

‐ 標準化ロードマップの実現などの国際標準化戦略を実施する。実施に当たっては

適宜進捗や状況の変化の確認を行うとともに、実施による効果を確認する。 

‐ 状況の変化や効果の確認に基づき戦略の妥当性を検証し、適宜、戦略の修正を行

い、継続的に実施する。 

※ 適宜、競争力強化の方策についても見直しを行う。 




